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今月の表紙
田島保育園「奉納太鼓」

園児たちの情熱や気迫に
大人たちは圧倒されました
（詳細は、17ページへ）

　
　

麻
は
、日
本
古
来
か
ら
人
々

の
生
活
に
密
接
に
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
麻
か
ら
採
取
さ
れ
る
繊
維

は
衣
類
を
は
じ
め
、
漁
具
や

注し
め
な
わ

連
縄
な
ど
、
日
常
生
活
に
必
要

不
可
欠
な
素
材
と
し
て
大
切
に
さ

れ
ま
し
た
。

　

麻
と
は
、
狭
義
で
ア
サ
科
の

植
物
そ
の
も
の
を
意
味
し
ま
す
。

し
か
し
、現
在
は
植
物
の
皮
や
葉
、

茎く
き

な
ど
か
ら
採
取
さ
れ
る
繊
維
を

総
称
す
る
広
義
の
意
味
で
主
に

使
用
さ
れ
ま
す
。

　

麻
と
い
っ
て
も
亜
麻（
リ
ネ
ン
）

や
苧ち

ょ
ま麻

（
か
ら
む
し
）、
黄
麻

（
ジ
ュ
ー
ト
）、
洋
麻
（
ケ
ナ
フ
）、

「
麻
」
と
は

　 伊 南 と「 麻 」
　 　 受 け 継 が れ る 機 織 り

 伊南と「麻」
    機

はた

織りが紡
つむ

ぐ

    －昔と今－

大
麻
（
ヘ
ン
プ
）、
マ
ニ
ラ
麻

（
ア
バ
カ
）、
サ
イ
ザ
ル
麻
（
ヘ
ネ

ケ
ン
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

 

伊
南
郷
の
営
み
を

　
　
　
　

 

支
え
た「
麻
」

亜麻（リネン）の花

　

旧
伊
南
郷
領
域
（
伊
南
村
と
檜

枝
岐
村
の
全
域
、
南
郷
村
の
南
部

域
）
に
住
む
人
々
の
営
み
を
支
え

た
産
物
は
麻
で
す
。
寒
暖
の
差
が

大
き
い
気
候
は
、
麻
栽
培
に
適
し

て
お
り
、
戦
国
期
か
ら
「
伊
南
細

美
」
と
称
さ
れ
る
良
質
な
麻
を
生

産
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
地
産
の
麻
は
、
地
元
の
商
人

や
近
江
（
現
・
滋
賀
県
）
商
人
に

よ
り
、
大
阪
・
京
都
の
上
方
や
江

戸
へ
も
出
荷
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

上
質
な
麻
は
大
き
な
利
益
を
生

み
出
す
た
め
、
多
く
の
百
姓
た
ち

が
、
儲
か
る
麻
商
売
に
乗
り
出
し

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
麻
栽
培
に

苧麻（からむし）

は
多
く
の
リ
ス
ク
が
伴
い
ま
す
が
、

い
っ
と
き
に
多
額
の
収
益
を
上
げ

る
麻
農
家
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

 

女
性
た
ち
と

　
　
　

 

機
織
り
の
歴
史

　

昔
、
古
町
地
区
に
は
筬お

さ
は
ぎ剥

と
い

う
機
織
り
名
人
が
住
ん
で
お
り
、

現
在
の
伊
南
地
域
に
機
織
り
文
化

を
広
め
た
人
物
だ
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
機
織
り
が
大
変
盛
ん
な

様
子
か
ら
、
古
町
は
「
お
さ
は
ぎ

町
」
と
も
呼
ば
れ
た
そ
う
で
す
。

　

麻
の
栽
培
が
落
ち
着
く
冬
か
ら

春
先
に
か
け
て
、
機
織
り
の
音
が

響
か
な
い
家
庭
は
一
軒
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

女
性
た
ち
の
手
で
、
一
心
不
乱

に
動
か
さ
れ
る
織
り
機
が
奏
で
る

「
カ
ラ
ト
ン
、
カ
ラ
ト
ン
」
と
い
う

音
。
そ
れ
は
、
昭
和
20
年
頃
ま
で

続
き
ま
し
た
。

　

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、

織
物
の
素
材
は
、
麻
か
ら
絹
や
羊

毛
な
ど
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
機
織
り
文
化
は
、
時
代

の
変
化
に
伴
い
、
技
術
的
に
習
熟

し
た
少
数
の
女
性
の
み
が
担
う
よ

 

令
和
に
も
残
る

　
　
　

 

機
織
り
の
文
化

（写真㊤）奥会津博物館伊南館では、当時使用されていた
織り機を姿そのまま展示しています。当時の生活を垣間
見せる貴重な資料です。

（写真㊨）昭和 45 年、多々石地区の五十嵐キヌ子さんに
ご協力をいただき、撮影した機織りの様子。見ているだ
けで「カラトン」という音が聞こえてきます。

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
は
、
ど
の
家
庭
に
も
当
た

り
前
の
よ
う
に
あ
っ
た
機
織
り
の

風
景
。
担
い
手
が
少
し
ず
つ
減
少

し
、
令
和
の
時
代
を
迎
え
た
今
で

は
、
伊
南
地
域
の
各
家
庭
を
見
渡

し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

伊
南
地
域
に
住
む
人
々
の
営
み

を
支
え
て
き
た
機
織
り
文
化
や
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
。
こ
れ

ら
は
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
…
。

　

古
町
地
区
に
あ
る
南
会
津
町
商

工
会
伊
南
支
所
の
脇
に
は
、
小
さ

な
建
物
が
あ
り
ま
す
。
入
り
口
に

あ
る
看
板
に
は
「
機
織
り
伝
承
館
」

の
文
字
。
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し

た
か
。

　
「
機
織
り
伝
承
館
」
を
拠
点
と

し
て
、
女
性
の
有
志
の
皆
さ
ん
が

集
ま
り
、
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
活
動
内
容

な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。


